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　本町のかわまちづくり整備工事が、いよいよ始まります。
　この事業は、平成25年に国の「かわまちづくり計画」に登録され、東北地方では15番目となるものです。
　整備内容については、「三川町かわまちづくり推進協議会」において何度も協議を重ね決定したもので、
今後、国と町の年次計画により、平成31年度の完成を目指し、整備を行っていきます。

　

本
町
の
中
央
を
流
れ
る
赤
川
は
、
古
く

か
ら
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
地
域
住

民
の
飲
料
水
、
農
業
用
水
の
供
給
源
で
あ

る
と
同
時
に
、
舟
運
が
も
た
ら
し
た
歴

史
・
文
化
・
風
土
は
、
現
在
に
お
い
て
も

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
根
付
い
て
い
ま

す
。

　
「
三
川
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
は
、

豊
か
な
水
と
緑
に
包
ま
れ
た
河
川
空
間
を

活
か
し
、
町
民
の
健
康
志
向
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
生
態
系
や
自
然
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
民
憩
い
の
場
・
文
化

交
流
活
動
・
健
康
増
進
・
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多
面
的
な

公
園
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
河
川

空
間
で
あ
る
「
か
わ
」
と
産
業
・
歴
史
・

文
化
と
い
っ
た
「
ま
ち
」
を
連
携
さ
せ
、

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

「
か
わ
」
と
「
ま
ち
」
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
と
は
、
観

光
な
ど
の
活
性
化
に
繋
が
る
景
観
・
歴

史
・
文
化
等
の
河
川
が
有
す
る
地
域
の
魅

力
と
い
う
「
資
源
」
や
地
域
の
創
意
と
し

て
の
「
知
恵
」
を
活
か
し
、
ま
ち
と
水
辺

が
融
合
し
た
空
間
形
成
の
推
進
を
図
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
国
の
制
度
で
す
。

「いこいふれあう
　なの花の水辺づくり」

三川町かわまちづくり計画 【特集】三川町かわまちづくり計画
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平
成
22
年
度
か
ら
計
画
登
録
が
さ
れ
て

お
り
、
現
在
全
国
で
１
５
７
カ
所
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
制
度
の
対
象
】

① 

地
域
の
創
意
と
し
て
の
「
知
恵
」
を
活

か
し
た
計
画
を
対
象

② 

利
活
用
方
策
が
地
域
に
お
い
て
明
確
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
対
象

③ 

施
設
の
維
持
管
理
に
地
域
の
協
力
が
得

ら
れ
る
も
の
を
対
象

三
川
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り
整
備
概
要

　

町
で
は
こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
平

成
24
年
度
に
計
画
策
定
懇
談
会
と
先
進
地

視
察
、
６
回
の
計
画
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
平
成
25
年
度
に
「
三
川
町
か
わ
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
国
土
交
通
省
に
申
請
し
、

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
６
回
の
推
進
協

議
会
に
よ
り
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
国
が
河
川
管
理
施
設
整
備
（
高

水
敷
の
整
備
や
管
理
道
等
の
整
備
）
を
行

い
、
町
が
上
物
整
備
と
し
て
「
憩
い
と
賑

わ
い
、
交
流
の
場
」
と
し
て
活
用
で
き
る

多
目
的
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
公
園

施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
土
交
通
省
酒
田
河
川
国
道
事

務
所
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
よ
り
河
川

管
理
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

青
龍
寺
川
合
流
部
へ
の
親
水
護
岸
整
備
、

桜
づ
つ
み
予
定
地
に
お
け
る
堤
防
拡
幅
整

備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
に
お
い

て
は
船
着
場
、
河
川
管
理
通
路
の
整
備
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

かわとまちをつなぐネットワーク
　赤川周辺には、生活を支える商業施設・工業団地、人々が集う文化施設・交流施設・歴史文化資源が
多くあります。このような施設を赤川の河川資源を活用しネットワークの形成を図ることにより地
域の活性化を促進することを目標の一つとしています。

住民等 市町村

「かわまちづくり」により地域が活性化

かわまちづくり計画作成

申請書作成・提出

事業の推進（ソフト・ハード）

水辺と周辺地域の魅力向上

フォローアップ

河川管理者

連  携 連  携

登　録
国

◎水辺整備
◎占用特例措置

等

支援・助言



駐車場

ふれあい広場
田田大橋

駐車場

休憩広場

赤 川

赤 　 川

看板

監視カメラ

引込柱

通路

車止

青
龍
寺
川

連結ブロック

連結ブロック

連結ブロック

遊具広場
●スイング遊具など

親水護岸
●水に近づける階段護岸

管理施設
●管理棟、トイレ、倉庫
●駐車場
●案内板

ふれあい広場
●せせらぎ水路、芝生広場、
　アート広場

休憩広場
●芝生広場、芋煮広場、
　ステージ

多目的コート
●スケートボード
●スリーオンスリー
●ハードコート
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河川公園の整備
　青山地内の赤川河川緑地ふれあい広場 （河川公園）については、かわまちづくり計画における拠点
施設であり、本町で整備する公園となっています。
　本公園は、町民の憩いやふれあい、健康志向に対応した都市公園として整備を図っていきます。第
3次三川町総合計画に基づき、町の中央を流れる一級河川赤川左岸の河川敷地を活用し親水空間、多
目的広場などの整備を行い、周辺施設（道の駅、教育施設等）とも連携し交流人口の拡大と地域住民
の交流の場となる総合公園として整備を行うものです。

○問合せ先　役場建設環境課 建設係　☎ 35 － 7035

【特集】三川町かわまちづくり計画

赤川河川緑地
ふれあい広場

整備計画図（青山地内）

多目的広場

駐車場
駐車場

スポーツ広場

物置

スポーツ広場
●サッカーなど
●多様な利用が可能な芝生のグラウンド

動物ふれあい広場
●芝生の広場

エントランス
●駐車場の近くに配置
●トイレ、あづまや、水飲み場など

ランニングコース
●広場外周道路を活用
●500ｍ、1000ｍ、1500ｍを設定

多目的広場
●ソフトボール、ゲートボールなど
●多様な利用が可能な
　クレイグラウンド
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三川町かわまちづくり
整備構想全体図

整 備 内 容
【国整備】
・管理用通路……………2,900m
・低水坂路………………4か所
・船着場…………………4か所
・避難誘導看板…………4か所
・桜づつみ(築堤)………1,000m
・親水護岸整備…………1か所
【町整備】
・河川公園拡張(高水敷占用整備)
・駐車場・トイレ(堤防川裏側)
・桜づつみ(植栽)

カヌー等発着所
低水坂路………… 1箇所
船着場 …………… 1箇所
避難誘導看板… 1箇所

カヌー等発着所
低水坂路………… 1箇所
船着場 …………… 1箇所
避難誘導看板… 1箇所

カヌー等発着所
低水坂路（既設） 1箇所
船着場（既設）… 1箇所
避難誘導看板… 1箇所

カヌー等発着所
低水坂路………… 1箇所
船着場 …………… 1箇所
避難誘導看板… 1箇所

管理用通路
L＝1.700m

さくら堤（ベンチ）
桜づつみ L＝700m

さくら堤（ベンチ）
桜づつみ L＝300m

管理用通路
L＝1.200m

親水広場
親水護岸整備… 1箇所赤川河川緑地

ふれあい広場
（詳細は上図参照） 駐車場・トイレ


